
中部山岳国立公園の山岳域の登山ルール・マナー啓発

１．背景
インバウンドが再開し、10月は多くの登山者が利用。
一方で、利用ルールが守られない事例も増えてきており、その点について、今後の周知徹底を強化する必要。
これまでも、北アルプスの各地区・県等ごとに、利用ルール周知をしてきている状況。

２．現状の課題
ルールが多い長い
北ア全体で統一されていない
多言語されていたりされていない場合あり

３．今後
来シーズン前に、中部山岳国立公園として、北ア全体で統一的に発信する情報を整理し発信したい。
作成は、環境省と北ア山小屋協会で実施。2021年3月に発出した文書の取組の延長という位置づけ。
周知のために、山渓やYAMAPなどの山岳メディアと連携して、シンポジウムを開催できないか。
シーズン中は、主に山小屋などの現場での周知・利用者指導に活用することを想定。

４．登山マナー・ルールの内容（案）
日・英・中（簡体字・繁体字）・韓の4か国語作成。1枚に4か国語標記ではなく、日本語版・英語版というイメージ。
上高地5ルールのようなイメージで、簡潔な表現を目指す。見てすぐに伝えられるような表現を想定。
パウチなどしたものを、全山小屋に設置。デザイン・データは作るので、各小屋で見やすい場所に掲示。各自購入いただく？
その他、周知徹底・活用方法については意見いただきたい。
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北アルプス登山におけるルール・マナー 
 

一 自然を第一に 
植物（落葉・落枝も）・動物・岩石の採取はしない。歩く場所・ストック・アイゼン使用により自然がダメ

ージを受けないよう注意してください。 
 

一 登山は自己責任・登山はスポーツ 
山の中では落枝・落石はもちろん、野生動物との接触など、何が起きてもおかしくありません。自己完結

できる準備をしてから山に入りましょう。また、登山はスポーツです。計画に見合った体力・体調管理をし
てから山に入りましょう。 

 

一 野営は指定地で 
野営（テント泊）できる場所は決められています。指定地以外での野営はできません。十分注意してくだ

さい。 
 

一 報告・連絡・相談 
北アルプス登山は、一つのミスがすぐに死に至る山岳地域です。連絡無く行程が遅れている場合は、すぐ

に遭難救助活動が行われます。安易な気持ちで、連絡を怠るだけで多くの関係者が捜索に動くことになるこ
とに留意いただければと思います。 

 

一 十分な計画・準備 
北アルプス登山は、登山計画・早出早着・装備服装・地図携帯など、計画の充実と準備が求められます。

自身の力量を過信せず、計画を立てましょう。 
 
 

この他、山岳利用に関わる様々な者から、注意喚起がされています。登山エリアに関する様々
な情報を収集してから登山しましょう。 
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